
平
成
二
十
七
年
九
月
十
六
日
提
出

質

問

第

四

三

五

号

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
据
付
か
ら
廃
棄
に
い
た
る
安
全
確
保
と
電
気
用
品
安
全
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
質
問
主

意
書

提

出

者

真

島

省
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家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
据
付
か
ら
廃
棄
に
い
た
る
安
全
確
保
と
電
気
用
品
安
全
法
の
技
術
基
準
に
関
す
る
質
問
主

意
書

家
庭
用
エ
ア
コ
ン
は
一
世
帯
あ
た
り
二
�
七
四
七
台
普
及
（
内
閣
府
消
費
動
向
調
査
）
し
て
お
り
、
毎
年
約
七
百
か
ら
八
百

万
台
が
出
荷
、
約
五
百
万
台
が
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
消
費
者
に
と
っ
て
身
近
で
不
可
欠
な
電
気
製
品
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

据
付
か
ら
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
定
め
ら
れ
た
廃
棄
に
至
る
ま
で
の
各
過
程
に
お
い
て
、
安
全
確
保
等
が
十
分
に
講
じ
ら
れ
る

べ
き
と
考
え
る
。
そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

消
費
者
庁
「
事
故
情
報
デ
ー
タ
バ
ン
ク
」
に
集
約
さ
れ
て
い
る
情
報
の
う
ち
、
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
に
関
す
る
も
の
の
発
生

件
数
と
、
そ
の
家
電
製
品
全
体
の
情
報
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
、
消
費
者
庁
発
足
以
降
の
年
度
ご
と
の
件
数
を
ご
報
告
願

い
た
い
。

二

質
問
一
の
う
ち
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
破
裂
事
故
は
何
件
か
、
傷
病
の
内
容
別
・
程
度
別
に
年
度
ご
と
の
件
数
を
報

告
願
い
た
い
。

三

二
〇
一
二
年
十
月
三
日
、
東
京
都
生
活
文
化
局
は
「
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
の
取
外
し
等
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
」
を
公
表
し

た
。
こ
の
中
で
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
の
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
破
裂
事
故
に
つ
い
て
、
東
京
都
商
品
等
安
全
対
策
協
議
会
か
ら
の
提

一



言
に
基
づ
き
、
「
家
庭
用
エ
ア
コ
ン
は
、
消
費
者
自
ら
取
り
外
す
こ
と
は
危
険
で
あ
る
こ
と
を
周
知
」
す
る
必
要
が
あ
る
と

し
、
消
費
者
へ
の
注
意
喚
起
と
と
も
に
、
関
係
す
る
事
業
者
団
体
へ
要
望
等
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
東
京
都
内
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
的
に
対
応
す
べ
き
内
容
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
こ
の
危
険
性
に
つ
い
て
ど
う
認
識

し
、
対
策
し
て
い
る
か
。

四

経
済
産
業
省
原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
二
〇
〇
八
年
十
二
月
「
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
に
係
る
電
気
工
事
士
法
の
解
釈
適

用
」
を
策
定
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
「
電
気
工
事
士
法
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
の
取
扱
い
に
つ
い
て
（
Ｑ
＆
Ａ
）
」

を
発
出
し
た
。
そ
の
中
で
「
Ｑ
�
�
引
っ
越
し
等
に
お
け
る
エ
ア
コ
ン
の
取
り
外
し
作
業
は
、
電
気
工
事
士
が
行
う
必
要
が

あ
る
か
。
」
に
対
し
、
「
Ａ
�

取
り
外
す
作
業
は
、
電
気
工
事
士
が
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
専
門
知
識
の
な
い
一
般
消
費
者
が
取
り
外
す
こ
と
を
国
が
許
容
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
か
ね
な
い
。
エ
ア
コ
ン
の
取

り
外
し
に
は
専
門
的
な
知
識
が
必
要
な
旨
を
表
し
た
文
言
に
改
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

五

「
電
気
用
品
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
」
（
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
経
済
産
業
省
令

第
三
十
四
号
）
で
は
、
「
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
、
人
体
に
危
害
を
及
ぼ
し
、
又
は
物
件
に
損
傷
を
与
え
る
お
そ
れ
が

な
い
よ
う
設
計
」
（
第
二
条
）
す
る
も
の
と
し
、
使
用
状
態
以
外
の
段
階
に
つ
い
て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
欧

二



州
で
は
、
製
造
事
業
者
・
輸
入
事
業
者
に
対
し
、
機
械
指
令
等
に
よ
り
解
体
や
廃
棄
を
含
め
た
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全

体
の
安
全
確
保
策
を
講
じ
さ
せ
て
い
る
。
電
気
用
品
安
全
法
の
目
的
「
電
気
用
品
に
よ
る
危
険
及
び
障
害
の
発
生
を
防
止
す

る
」
（
第
一
条
）
に
照
ら
せ
ば
、
日
本
に
お
い
て
も
、
安
全
確
保
の
対
象
を
「
通
常
の
使
用
状
態
」
の
み
な
ら
ず
、
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
全
体
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

三


